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　新生児呼吸障害の原因は多 にわたるが、 児

スト スによる一過性心筋障害のため、呼吸障害を

した成熟児２症例を提示する。

　いずれもアプ ース アは良 も、生後 期に呼

吸障害を し、 ト 上 を し、心

検査で を認めるも、 時間に症状・

検査 の が られた。児の評価としてアプ

ース アのみならず、アプ ース アだけでは評

価できない 児 スト スにも 意をはらい、分娩

時の児の ターリ グ、 ス検査等に

よる周産期の総合的評価が重要だと考えられた。

症例 　

主　 ：多呼吸

病 ： 年 2 5 の為吸 分娩で 生。

41 3 、3310 、 ア プ ー ス ア：

9。

分娩時 児心 ターリ グでは、 …

、 の と 部・

体部の 巻 があり、 725、

C 322であった。

生後３時間頃より多呼吸認め S 295

（ ） 732　 239 　 320

C19 00、0C 01　 S67が 医

検査結果であった。その後経過 するも

症状 なく、 呼吸 し心雑 も指

され、 査加療目的で2 6：当院 院。

入院時 症： 70 0、 140、 69 49、

291（ 100（ 24 ）

心雑 、 はっきりせず。 大（ ）、

なし

多呼吸あるも全 状態は良 であった。

入院時検査 （表１）で C 13 、 D 1740、

269、C 1229の上 が られるも

、 カルシュウムの はなかった。

頭部 検査では を認めな

い。 部 ト （図１）で は

全 に アー ロ グラムを う

があり、で心 がシル ッ
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トされており、左 は上 で 管 が

していた。心 検査（図２）で

は 性心疾患認めないものの、 脈ま

で する、 を認めた。左室

能は良 で、 の原因となる

、 、 動脈の 等も認め

なかった。 による 性心 全

の診 で 尿 、 C Iを投 するも、入

院時より にかなりの 尿があり、 時間

に呼吸状態の を認めた。 部 ト

、心 も同様に 時間に

した（図３、図４）。

症例 　 　

主　 ：多呼吸

病 ： 年 11 10、39 1 4042 アプ ース

ア： 10で 生。経 自 分娩。

児心 数 ターリ グで変動一過性

脈あり、頸部 巻 があった。

721、 C 3223。 生 後

より多呼吸あり。S 2 96 と変

動し、心雑 の指 指 あり。 医では

C：15000、C 15… S 1 の検査

結果であった。多呼吸 なく、 時の

、 呼吸がみられ、 査加療目的で

11 12当院新生児搬送

入院時 症： 0、 150、 50、 2

95 C

心雑 、 はっきりせず。 大（ ）、

：良

入院時検査 （表２）では に を認めな

かった。

院
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部 ト （図5）では心 大し、心

シル ット 性、 管 が し

ていた

心 検査（図6）では症例１と同様

を認めるも心機能は良 であっ

た 尿 、 C Iを投 し症例１同様急

に症状が し、 ト 、 検

査 の も同様であった。

　

　新生児の呼吸障害の原因は多 にわたるが（表３）

（１）、 性心疾患を わず、心 に 因する 合

は重症 死に う心機能 ・ 室 によるも

の（２ ３）・たこつ 心筋症（４）によるものとア

プ ース ア上は 死はないものの 児 スト ス

による心機能 （ ）によるものの報告があった。

後者の例として S （ ）らは生後 期から

多呼吸、 ア ー 、などの呼吸障害を し、

ト で心 大、 、 、発症後 期の

心 検査で、左心機能 、左室、左 の 大、

閉 全を認め、呼吸 管 、カ ールア

を投 した成熟児３例の症例を報告している。

共通するのは、アプ ース アは良 （ 10）も
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分娩時 … … 、 部 巻

等を認め、 が705、72など 児 スト

スを していたことである。 床経過として、

期間に症状が 的に し、後 症なく経過して

いることも共通点である。１例は生後12時間後の

心 検査だった為、 のみ検 され左

心機能 は認めなかったと報告している。

　 の症例も、呼吸障害の原因となりうる 、

カルシウム 症等なく、頭部 検査等でも

認めなかった。アプ ース ア上は 死を認

めないものの、 児 タリ グ、分娩状況、

ス分 より、 児 スト スがあり、これが

原因の一過性心筋障害による呼吸障害と考えられ

た。 検査上、心機能 はなく、

のみ認めたのは、検査時すでに12時間以上経過し、

回 期にあったためと思われる。更に 床症状の

があまりに やかで、投 はしたものの、 効で

はなく、自 経過と思われた。 S の報告例

のように呼吸 管 、カ ールア 投 を要す

る重症例があるように 床症状としてはかなり

いものの、適切に対応すれ 心機能障害は一過性で

し、それに い 床症状の が られ、予後

は悪くないと思われる。

　児の評価として、アプ ース アだけでは評価で

きない 児 スト スにも 意をはらい、分娩時の

タリ グ、 の評価など総合的評価が

重要である、

　 児 スト スを認めた 合、心機能障害による

呼吸障害の に 意し厳重な経過 が 要であ

る思われた。
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